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SiC/SiC研究開発の最低限の心得
• SiC/SiCで実際に生じている現象を説明すること
• 国際的なレベルでのディスカッション（理論を含む）
• 国際的に通用している論文を既知の事実とすること
• 国際的な常識と日本の常識は異なる

部品を作るときに必要な特性（性能）の測定と評価へ



繊維のプルアウト長さを
決めている因子は?



繊維のプルアウト長さ
ある・長い・短いではない

国際基準のパラメータ
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CMC特有の界面力学特性の例
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材料の特性を使って現象を説明すること



2024年の時点における研究開発時の留意点

• 材料の特性（性能）を用いた提案（形より特性）

• 国際レベルでの材料の特性（時間依存特性を含む）

• 国際的に認められている方法での特性（性能）測定

• SiC/SiCの研究開発の歴史を踏まえた説明

特に複合化組織・繊維配列・マトリックス特性など

繊維の特性は決定→変えられるのは界面とマトリックス

• 不足している技術の研究開発＝工学的基礎研究課題

• 10年使ったことがない材料の10年間の性能保証

• 部品の設計をするためのデータ蓄積 (材料は固定)
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